
第37 回 大 会〕

B 27 い

東

せ

学

こ

大

み

教

性

育

と 縫

○

代

嗚

の

海

始

多

末

恵

方

子

法 と

お

の

茶

関 係

の 水 女 大 家吸　 石 川 欣 造

被　 服　105

目 的　 前 報 で は い せ こ み 操 作 の 機 械 化 を 図 る と 共 に い せ こ み 評 価 の 定 量 化 に つ い て 触 針

式 凹 凸 度 検 出 装 置 を 用 い て 検 討 し た 。 本 報 で は 、 い せ こ み を 行 な っ た 布 の 曲 面 形 状 や 縫 目

か ら 発 生 す る ひ ず み が 、 い せ こ み 率 に よ っ て 異 な る だ け で な く 、 布 の 設 置 条 件 に も 影 響 を

受 け る 事 が 経 験 的 に 知 ら れ て い る こ と か ら 、 い せ こ み 性 の 定 量 的 評 価 方 法 確 立 の 一 環 と し

て 、 設 置 条 件 の う ち 、 縫 代 と の 関 係 に つ い て 取 り あ げ 、 縫 代 の 始 末 方 法 が 曲 面 形 状 お よ び

ひ ず み に 与 え る 影 響 に つ い て 定 量 的 に と ら え る 事 を 試 み た 。

方 法　 試 料 は 平 織 綿 布 お よ び 混 紡 布 を 用 い た 。 い せ こ み 方 法 は 前 報 と 同 様 、 本 縫 差 動 上

下 送 り ミ シ ン を 用 い 、 い せ こ み 布 と 台 布 の 縫 合 時 に い せ こ み を 行 っ た 。 縫 代 の 始 末 方 法 は

Ａ　： い せ こ み 布 側 に 片 返 し 、B　 ； 割 る 、 Ｃ　： 台 布 側 に 片 返 し の ３ 種 と し た 。 各 始 末 方 法 に

お け る 曲 面 形 状 お よ び 縫 目 か ら 発 生 し た ひ ず み の 測 定 は 、 触 針 式 凹 凸 度 検 出 装 置 を 用 い 、

縫 目 に 平 行 に 走 査 し 、 縫 目 か ら1    ～30    mm　の 位 置 に つ い て 行 っ た 。

結 果　3  種 の 始 末 方 法 に お け る 曲 面 形 状 の 特 徴 は 、 Ａ は 概 し て 縫 目 か ら 離 れ る に 従 っ て

、 徐 々 に 曲 面 化 さ れ る が 、 Ｂ 、 Ｃ でヽ は 縫 目 に 近 い 位 置 で 極 大 を 示 す 。 特 に た て 布 お よ ぴ い

せ こ み 渠 が 大 と な る に 従 い 、 こ の 傾 向 が 顕 著c- あ る 。 縫 目 か ら 発 生 す る ひ ず み の 凹 凸 度 は

Ａ が 最 も 大 で 、 い せ こ み 率 が 大 の 場 合 は 縫 目 か ら20 inin以 上 離 れ た 位 置 に お い て も 影 響 が み

ら れ る が 、　Ｂ　、　Ｃ で は ふ く ら み が 極 大 と な る 位 置 、 す な わ ち 屈 曲 部 に お い て ひ ず み が 急 減

す る 。 こ の 特 徴 は た て 布 に お い て 明 確 に 認 め ら れ 、 曲 面 形 状 と の 関 係 か ら 、 こ れ ら の 特 徴

が 布 の 曲 げ や 引 張 り 特 性 に 深 く 関 与 し て い る も の と 考 え る 。

B 28 抽つ け時 に* ■け る人工皮 革 と織布 の「 いせこ み」 量 の 比較

和 洋女 大文 家政　 ○一吉 原頼子

目的　 先に実 施し た人工皮 革を用い て行っ た ベーシッ クな身 頃K, スト レート ス'j ―ブ

の設計条件 を基 本として、 今回は 、 人工 皮革及 び織 布の毛 、 ポリ エステル、 麻がど の四 種

を用 いて、細っ け時 の「 いせこ み」 量 の最良の条 件を見出 す目 的 で行った．

方 法　 人工 皮革 の厚地 及び 薄 地、 並びに織 布の毛1  00 価、麻1  00   価、 ポリ エス テ ル1  00

侈の５材料を 用い、 それぞれ の袖山 の寸 法の異なる ５段階 の試作を 行い 、和 っけ時 の Γい

せこみ」 量の 各条件 で の滴合 性の 比 較検 討を 行ったｏ

結果　 人工 皮革の場 合では、「 い せ こ灸」 の安定する 最大量は ３ cmであ い　 それ以 上の

いせ こみ　 量にit ると、 ふ子本 と々つ て表 われる ．厚地 の 場合 と薄 地 の場合 の差は、 前

者は 大 きなひ ずみとなり, 後 者は細 かい ひず.み とがって 出 現する．

次に 織布であ るが 、まず 毛織 物の場 合は 各条 件の「 い せ こみ」 量と もき れい に安定し 、

最大「い せこみ」 量5  . 2cm でも適合 してい るo    また、 ポリエステルも「い せこ み」 量 の安

定が全 ての試料に於い て みられ るが 、「 いせ こ み」 量 と軸 の安定の良好 が範囲は ろ　5.2 cm

である と思 われる．麻 の場 合は、「い せ.こ み」 量4  .2・平が「い せこ み」 量 の限 界と思 われ

るｏ　「 いせ こみコ 量 が多 くたる 場合は 、人工皮革 ほ ど では 痙い がひずみが 現 われる よ うに

なるｏ　　　以玉 のこ とか ら、 今回の 試料 に於い ては、毛 ・ ポリエステ ルの「V せこみ」 量

の最大 限 界は5  . 2cm と 痙り 、厚い人 工皮革の『い せこ み』 量の限 界は3  . 2oniである こ.とが

明らか となっ たo  i た 、人工 皮.革の場 合、その 材料の 厚さ の 差異に よって、「 い せこ 胞」

量を特に変 える必 要の 友い こと も確 認でき たｏ


